
未来投資会議が行ってきた主な検討テーマ

○ 事業再構築

ウィズ・コロナ、新たな日常に向けた産業像

新しい日常の実現に向けた産業再編、事業再構築、中小再編のあり方、労働移動の円滑化

強靭性、復元力のあるサプライチェーン（サプライネット）の構築

 PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ）／PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）の促進

○ 新しい働き方・人材

テレワークの推進と新しい働き方の実現に向けた方策

テレワークを活用した地方移住の促進

フリーランスの働く環境の整備、兼業・副業の拡大

海外との人・物の交流再開、接触回復

中小企業と大企業の共存共栄、足腰の強い中小企業

農林水産業のスマート化

観光・スポーツ・文化

○ ビジネスイノベーション

（注）令和2年10月16日内閣総理大臣決裁の「成長戦略会議の開催について」において、未来投資会議が行った検討等に
ついては、本会議に引き継ぐものとされている。

○ エネルギー・環境

デジタル技術の社会実装を踏まえた規制の精緻化

健康・医療・介護

自動配送ロボットの制度整備

バーチャル株主総会の実現

国際金融都市の実現

コーポレートガバナンス

その他、感染拡大防止との両立に配慮した経済社会活動のイノベーション

資料５




